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研究成果の概要（和文）： 
琉球海溝に固着域が存在するか否かを明らかにするため、中部琉球海溝で海底地殻変動観測を

開始し、琉球海溝付近前孤側でのプレート間カップリングを検出する試みをおこなった。 

 2年間の観測から、海底局群が沖縄本島に対して北西方向に7cm/yrで移動したことが明らかに

なった。予想される固着域の幅は約30-50kmである。このように琉球海溝の海溝軸付近には固着

域が存在しプレート間カップリング領域が形成されていることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We have started the observation of sea floor crustal deformation to detect the inter-plate coupling in the 

central Ryukyu trench. Five campaign observations were carried out for the period from January 2008 to 

November 2009. The result shows that the benchmark moved to northwest direction for two years at a 

rate of 7 cm/yr. The estimated width of interplate coupling area is 30-50 km from the Ryukyu trench. 

The interplate coupling in the central Ryukyu Trench and tsunami earthquake (which occurred 300 

km southwest of our site near the Ryukyu Trench) suggests that interplate coupling occurred up-dip 

of the seismogenic zone in the Ryukyu subduction zone. 
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１．研究開始当初の背景 
琉球海溝では過去において海溝型巨大地

震が発生した形跡が無く、海溝型巨大地震の
起こらない沈みこみとされている。しかし
2004 年スマトラ地震の発生は、過去百年程
度巨大地震が起こった形跡が無くともさら
に長い期間では巨大地震が発生しうること
を私たちに知らしめた。琉球海溝でも海溝型
巨大地震のおこる可能性は無いのだろう
か？ 
これを調べるには海溝に固着域が分布す

るか否かを明らかにすればよい。一般には
GPS 観測網で固着域は検出できる。しかし南
西諸島は島嶼地域であり、GPS 観測網の配置
が不良であり、GPS 観測網で固着域を検出す
るのは困難である。そこで、海底地殻変動観
測を実施し、海溝付近の地殻変動を直接測定
することとなった。 
 
２．研究の目的 
琉球海溝でも海溝型巨大地震が発生しう

るか否かを検証するため、沖縄本島付近の琉
球海溝にてキネマチック GPS と音響測距シ
ステムを結合させた海底地殻変動観測（図
１）を実施し、プレート間カップリングによ
る地殻変動を検出する。また、過去琉球海溝
で発生した地震の再検討をおこない、これら
の地震がプレート間地震であった可能性を
検討する。 

 
図１ 観測概要 
 
３．研究の方法 
 キネマチック GPS と音響測距システムを
結合させた海底地殻変動観測（図１）を採用
した。観測では沖縄県水産海洋研究センター

の図南丸を使用し、計 5 回の観測に成功した。
観測では船をキネマチック GPS 測位しなが
ら海底に設置した海底局の周囲を低速で航
行または流して音響信号を送受信する。送受
信波形を使って海底までの距離を測定する。
3 日間の連続観測を行い、それらを統合処理
して海底局の位置変化を追跡した。 
 
 
４．研究成果 

観測結果から、沖縄本島南東の琉球海溝付
近では上盤側のユーラシアプレートが北西
方向に年間 7cm 移動している結果が得られ
た（図２）。これはユーラシアプレートが下
盤側のフィリピン海プレートと固着して居
るために起こる地殻変動である。この結果を
基にプレート間の固着域の幅を推定したと
ころ、約 50km の幅の固着域を仮定した場合
に最も観測結果と理論計算とが一致した（図
３）。琉球海溝でも海溝軸付近には固着域が
ある可能性があることが明らかになった。 
また、1771 年八重山地震の波源域を推定

したところ、南部琉球海溝で発生した M8 ク
ラスの海溝型地震であったことが判明した。
ここは付加帯が発達しており、この付加体堆
積物と沈み込んだフィリピン海プレートと
の間で低角逆断層型地震が発生したと推定
している。 
さらに、2002 年以降、琉球海溝南西部で

巨大アフタースリップが発生していたこと
も GPS 解析から明らかになった。2002 年花
蓮地震（M7.1）の直後から、八重山諸島の
GPS データに異常な地殻変動が記録された
2002年から 2008年の間の水平変動量は最大

 

図２ 観測結果 
 



5cm に達する。この変位を解析したところ、
与那国島直下の深さ 35km で M7.4 のスロー
スリップが発生していた。このスロースリッ
プは 2002 年花蓮地震の直後にスタートして
いることから、花蓮地震のアフタースリップ
と解釈した。 
このように、一見固着域のないように見え

る琉球海溝であるが、この研究開始によって、
海溝軸付近および地震発生領域深部の両方
に固着域が存在している成果をえることが
できた（図４）。 
 

図３ 推定される固着域 
 
 

 
図４ 琉球弧の固着域分布。A：スロースリッ
プ(Heki and Kataoka, 2008)。B:アフタース
リップ(Nakamura, 2009)。C: 固着域。D:津波
地震(Nakamura, 2009)。 
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